
サステナビリティの目標

気候変動
ネットゼロを実現する

2030年までに

100% 温室効果ガス排出量(ス
コープ１および２)を100%
削減する
（2015年比絶対量）

42% スコープ３のエネルギーお
よび産業からの温室効果ガ
ス排出量*を42%削減する
（2021年比、絶対量）

30% スコープ３の森林、土地、
農業（FLAG）からの温室
効果ガス排出量**を30%削
減する（2021年比、絶対
量)

自然
レジリエンスと再生力
を高める

2030年までに

1m
100万ヘクタールの農地で
再生型農業を実践する

1m
100万ヘクタールの自然生
態系の保護と回復を支援
する

95% 主要作物の95%を持続可
能な調達の裏付けが取れ
たものにする

Zero 森林減少の原因となる
コモディティにおいて森
林破壊ゼロを継続する

100 100か所で水管理プログラ
ムを実施する

プラスチック
プラスチック汚染を
終わらせる

40% 非再生プラスチックの使
用量を2028 年までに40%
削減する
（2019年比）

100% プラスチックパッケージ
を100%再利用可能、リ
サイクル可能、または堆
肥化可能にする（硬包装
は2030年まで、軟包装は
2035年までに実現）

生活水準
バリューチェーンに
関わる人々が適切な
生活水準を保てるよう
にする

2026年までに

50% 当社のサプライヤーの
50%（支出金額ベー
ス）から生活賃金の保
障について署名を得る

250k サプライチェーン内の
25万人の小規模農家が
生活水準向上のための
プログラムにアクセス
できるよう支援する

2.5m リテールバリュー
チェーン内の中小企業
250 万社の事業拡大を
支援する

気候・自然基金へ10億ユーロを投資して支援します

人権へのコミットメントを事業の基盤として継続します

2*購入した物品・サービス（原料、パッケージ関連）のエネルギー・燃料関連の排出、上流の輸送・配送、販売した製品の使用（ハイドロフルオロカーボン（HFC）冷媒）、 販売した製品の廃棄、下流のリース資産（アイスクリームの小売キャビネット）

**購入する物品およびサービス（原材料関連）由来のFLAG排出量



主要市場において
国家の気候戦略と計画を
1.5℃排出経路に合わせ
より野心的なものにする

パリ協定の実現に
必要なレベルの

炭素価格を確保する

森林保護と自然の再生を
支援する

バリューチェーンでの排出
量削減にインセンティブを
設けるGHGプロトコルスタ

ンダードの進化を促す

再生可能エネルギーの規
模拡大、化石燃料および
化石燃料への助成金の段
階的廃止を早期実現する

100%
事業活動からのGHG排出量
(スコープ１および２)を削減
（2015年比、絶対量）

42%
スコープ３のエネルギーおよび
産業からのGHG排出量*を削減
（2021年比、絶対量）

30.3%
スコープ３の森林、土地、農業（FLAG）
からのGHG排出量**を削減
（2021年比、絶対量）

サプライヤー・クライメート・プログラムの規模を拡大

パッケージをリサイクルのために再設計

事業活動からのGHG排出量を削減

物流ネットワークを改善

再生可能エネルギーを活用したより効率的なアイスクリーム・キャビネットに投資

US市場で代替エアゾール噴射剤を開発

*購入した物品・サービス（原料、パッケージ関連）のエネルギー・燃料関連の排出、上流の輸送・配送、販売した製品の使用（ハイドロフルオロカーボン（HFC）冷媒）、

販売した製品の廃棄、下流のリース資産（アイスクリームの小売キャビネット）**購入する物品およびサービス（原材料関連）由来のFLAG排出量。

ユニリーバ・クライメートトランジション・アクション・プラン: CTAP
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森林リスクコモディティへのアプローチを継続・拡大

よりGHG排出量の少ない原料を使った製品の処方を変更

再生型農業、より炭素排出量の少ない酪農の規模を拡大

主要な化学原料において炭素強度を削減

Sustainability Re:focused

2030年までのプラン気候
変動



長期目標

目標 非再生プラスチックの使用量を

2026年までに30%、2028 年までに40%削減する（2019年比）

プラスチックパッケージを100%再利用可能、リサイクル可能、

または堆肥化可能にする（硬包装は2030年まで、軟包装は2035年までに実現）

2025年までに使用するプラスチックの25%を再生プラスチックにする

2025年までに販売する量よりも多くのプラスチックパッケージを回収・再生する

Sustainability Re:focused

プラスチック
使用量削減、資源循環、協働を通して
プラスチック汚染を終わらせる



プラスチックの
使用量削減

再生プラスチック

への切替
使用済プラスチック

容器の回収・再生

軽量化前のボトル

軽量化後のボトル

日本での主要な取り組み

110万人+
UMILEプログラムに登録

ほぼすべてのPET製ボトルを
rPETへと切替済

RPEを順次導入中

プラスチックの使用量
2019年と比べて

27.7%削減

Sustainability Re:focused

プラス
チック
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SDGsプラットフォーム「UMILE」

UMILE 参加者数

1,157,000 人

ポイント付与数

175,000 pt

コラボ企業

40 企業以上

回収量

585 kg

回収拠点

150 ヵ所 

アップサイクル品

10 種類以上 

公募事業 / 外部アワード

のべ 10 件 
2025年8月 現在！

プラスチックの
リデュース

使用済空容器の
リサイクル

SDG
取組支援

目的

プラスチック回収＆再生に加え

様々なSDGsアクションを支援
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